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1. 研 究 目的

マ イ ケル ・ジ ャ ク ソ ンは, 彼 の歌 と ダ ン ス, そ

してそ れ を 映 像 化 した ミュ ー ジ ッ ク ・ビデ オ に

よっ て, 1980年 代 の ア メ リカ ・シ ョー ビ ジ ネ ス界

に革 新 的 な進 歩 を もた ら した と言 わ れ て い る。 本

研 究 で は, そ の ミ ュ ー ジ ッ ク ビデ オ に 焦 点 を 当

て, 「単 な る宣伝 用 か ら芸 術 的 域 」 へ の 進 歩 の 要

因 につ い て 明 らか に して い くこ とを 目的 とす る。

H. 研 究 方 法

1. 文 献 考 察

2. フ ィル ム分 析; 1978～92年 の ミュ-ジ ック

・ビデ オ(以 降MVで 示 す)N=22

III. 結 果 と考 察

1. エ ン ター テ イナ ー と して の 確 立 過 程 とそ の

ダ ン ス観

(1)確 立 過 程

(1)家庭 環 境(2)模 倣 と創 作(3)映 像 へ の 関 心

(4)クィ ン シ ー ・ジ ョー ンズ との 出会 い

(5)音楽 面 に おけ る人 種 的 枠 の 解 放

アル バ ム 「ス リラ ー」(1982)は, 1984年 に グ ラ

ミー賞 で初 の8部 門 受 賞, セ ール ス 面 で ギ ネ ス 記

録 と な った。 こ の中 の 「ビ リー ・ジ ー ン」 のMV

は, MTVで 黒 人 ア ー テ ィス トと して 初 め て オ ン

・エ ア され, また 「ビ ー ト ・イ ッ ト」 は, そ れ ま

で 白人 の音 楽 と され て きた ロ ックを取 り入 れ る こ

とに 初 め て 成 功 した と言 わ れ る 曲で あ る。1991年

には, MTV最 高 の栄 誉 で あ る 「ビデ オ ・ヴ ァ ン

ガ ー ド賞 」 が, マイ ケル の 過 去10年 間 のMTVへ

の功 績 を 称 え, 「マ イ ケル ・ジ ャ ク ソ ン ・ビデ オ

・ヴ ァン ガ ー ド賞 」 と改 名 され た。 この よ うに マ

イ ケル は, 現 象 的 に は 音 楽 面 に お い て 人種 的枠 を

解 放 した と認 め られ る。

(2) ダ ン ス観

彼 は,「 踊 る っ て こ とが 最 高 」 「肉体 的動 きを通

して 感 情 を 本 当 に 示 し, コ ミュ ニ ケ ー トす る 」

「1つ の芸 術 」 「全 て の 緊 張 と苦 し み か ら解 放 」

「私 は 踊 り続 け, そ れ は 創 造 の 永遠 の ダ ンス で あ

る」 と語 って い る。 つ ま り, 彼 に と って ダ ンス は

自己 解 放 で あ り, コ ミュ ニ ケ ー ト ・創作 ・表 現 と

い う点 に価 値 観 を 持 つ もの と考 察 され る。

2. ミュージック ・ビデオ ・フィルム分析

(1)作 品構成上の特徴

ほとんどの作品が, 一流の映画監督等の人材を

起用し, 後半の6作 品に大物俳優等の有名人を出

演させている。また, ダンスなど昔の作品の手法

を取 り入れていると思われるものも6作 品あった, 

映像に関しては, 19と殆 どの作品に何等かの映像

効果が施され, 最新技術を取 り入れている作品も

い くつか見られ, これらが一般大衆へのアピール

性を高めていると考えられる。 「ス リラー」から

彼は自作のMVを 「ショー ト・フィルム」と呼び, 
これを含めアルバム中の主要な曲が, 10分以上の

長編MVで あった。また, 13作品と半数以上が ド

ラマ仕立ての他, 差別や暴動など何等かの社会問

題を取 り上げている作品が6で, 彼が単なる宣伝

用ではな く, メッセージ色の濃い作品を作ろうと

していることがわかる。またカメラ・ワークは, 

終始マイケルが画面に現れた初期に比べ, 次第に

彼が現れないカッ トが全作品に見 られるように

なった。 ダンス構成は, 全体的にソロが多 く, 群

舞は7作 品に見られた。その中の初 ・中 ・後期か

ら各1作 品を挙げ, ユニゾンの時間を計測 したと

ころ, 初期から46秒80, 1分6秒05, 1分28秒05

と, 年代を追 う毎に長 くなった。 これ らの こと

は, 彼の作品構成やダンスに関する技術的進歩に

つながると考えられる。

(2)特 徴的な動き
マイケルの特徴的な動 きであると言われている

動きについて分析を行 った結果, ムーンウォーク

と二2艶 はそれぞれ5作 品, 3作 品に見 ら

れ, 回数的には少ない。ターン(図1)は, 殆ど

が足掛け左内転で, 総合回数が20回を越すのは3

作品であった(図2)。 指差 しは, 46, 37, 29回の

順に多く見られた。足上ばの特徴として, 一度脚

を真直ぐに伸ばしてから, 再び曲げて更に高 く上

げていることが確認 された。

IV. ま とめ

マ イ ケ ル は 幼 い 頃 か ら シ ョ ー ビ ジ ネ ス に 携 わ

り, 敏 腕 フ ロデ ューサ ー とい わ れ るQ. ジ ョー ン

ズ な どか らそ の ノ ウハ ウを 学 ん だ。 また, 多 くの

エ ンタ ー テ イナ ーや そ の 作 品, 或 は様 々な 分野 の

芸 術 を意 欲 的 に吸 収 して い る。 こ うした探 究 心 の

図1. ター ン

(INTHECしOSET'92)

図2. ター ンの 回 数

(1回 転 以 上)

■左回 (足掛・内転) ■ 〃(掛けない内転) ■ 右回 (足掛・内転)
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総括である彼の ミュージック・ビデオは, 分析の

結果, メッセージ性, ドラマ性を含み, カメラ ・
ワーク, ダンス ・テクニックにおいて技術的進歩

が見られ, 指差 し, ターンなどに彼独自のスタイ

ルが確立されていることがわか った。 それはま

た, 人種, 年代などあらゆる枠を取 り去ろうとす

るマイケルの表現手段の現れであると考える。
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